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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年7月25日(2013.7.25)

【公開番号】特開2012-93529(P2012-93529A)
【公開日】平成24年5月17日(2012.5.17)
【年通号数】公開・登録公報2012-019
【出願番号】特願2010-240488(P2010-240488)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/36     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   9/31     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ  21/14    　　　Ｅ
   Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ｄ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５５５Ｄ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５５０Ｈ
   Ｇ０９Ｇ   5/36    ５１０Ｍ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５１０Ｂ
   Ｈ０４Ｎ   9/31    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成25年6月10日(2013.6.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明は、投射型表示装置において、画像を投射する画像
投射部と、投射時の環境に合わせて、前記画像の画質を複数のカラーモードのうちの１つ
に調整する画質調整部と、前記画像をフォーカス調整するフォーカス調整部と、フォーカ
ス調整する場合に、前記画質調整部に前記画像の画質を前記複数のカラーモードのうち高
コントラストのカラーモードに変更させる画質制御を行う制御部とを備えることを特徴と
する。
　この構成によれば、フォーカス調整する場合に、投射時の環境に合わせて設定される複
数のカラーモードのうち、高コントラストのカラーモードに変更する画質制御を行うので
、専用のパターンを使用することなく正確にフォーカス調整し易くすることができる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記構成において、前記制御部は、フォーカス調整する場合に、前記画質調整部に前記
画像の画質を前記複数のカラーモードのうち、最も高コントラストなカラーモードに変更
させる画質制御を行うようにしてもよい。この構成によれば、既存のカラーモードを用い
て効果的にフォーカス調整し易くすることができる。
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　また、上記構成において、前記画像投射部は、動画の入力画像に対応する画像を投射し
、前記制御部は、フォーカス調整する場合に、投射画像を静止させる表示制御を行うよう
にしてもよい。この構成によれば、投射画像を動画で表示する場合に比して、より解像感
の高い投射画像にすることができ、より正確にフォーカス調整し易くすることができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、上記構成において、前記画像の供給元である映像ソース機器と通信する通信部を
備え、　前記制御部は、フォーカス調整する場合に、前記通信部を介して前記映像ソース
機器に画像再生を一時停止させる通信制御を行うようにしてもよい。この構成によれば、
投射画像を動画で表示する場合に比して、より解像感の高い投射画像にすることができ、
より正確にフォーカス調整し易くすることができる。
　また、上記構成において、前記フォーカス調整部は、ユーザー操作に応じて電動でフォ
ーカス調整する電動フォーカス機構を有し、前記制御部は、前記フォーカス調整のユーザ
ー操作があった場合に、前記画質調整部に前記画像の画質を前記カラーモードに変更させ
る画質制御を行うようにしてもよい。この構成によれば、フォーカス調整のユーザー操作
を有効利用してフォーカス調整時の画質制御を行うことができ、部品点数の増大を回避で
きる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、上記構成において、前記複数のカラーモードは、明るさ及びコントラストが異な
るカラーモードとしてもよい。この構成によれば、フォーカス調整時に明るさ及びコント
ラストが高いカラーモードに変更することによって、高コントラストの画質に調整するこ
とができる。
　また、本発明は、画像を投射する画像投射部と、投射時の環境に合わせて、前記画像の
画質を複数のカラーモードのうちの１つに調整する画質調整部と、前記画像をフォーカス
調整するフォーカス調整部とを備える投射型表示装置の制御方法において、フォーカス調
整する場合に、前記画質調整部に前記画像の画質を前記複数のカラーモードのうち高コン
トラストのカラーモードに変更させる画質制御を行うことを特徴とする。この構成によれ
ば、専用のパターンを使用することなく正確にフォーカス調整し易くすることができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　画像入力部４４は、装置本体１２にケーブル接続された映像ソース機器である外部機器
（パーソナルコンピューターやＤＶＤプレーヤーなど）１５から動画形式の映像信号（入
力画像）ＳＡを入力し、アナログデジタル変換などを行う。
　画像処理部２２は、映像信号から動画の画像データを生成する処理（入力画像の再生処
理という）、画像データのフォーマットをインターレース方式からプログレッシブ方式に
変換するＩＰ変換などの画像処理をデジタル処理で行う。このデジタル処理後の画像デー
タに基づいて液晶パネル駆動部２４が液晶パネル２１Ｂを駆動し、対応する画像が投射さ



(3) JP 2012-93529 A5 2013.7.25

れる。
　この画像処理部２２には、デジタル処理部として、入力画像の画質を調整する画質調整
部２２Ａが設けられている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を投射する画像投射部と、
　投射時の環境に合わせて、前記画像の画質を複数のカラーモードのうちの１つに調整す
る画質調整部と、
　前記画像をフォーカス調整するフォーカス調整部と、
　フォーカス調整する場合に、前記画質調整部に前記画像の画質を前記複数のカラーモー
ドのうち高コントラストのカラーモードに変更させる画質制御を行う制御部と
　を備えることを特徴とする投射型表示装置。
【請求項２】
　前記制御部は、フォーカス調整する場合に、前記画質調整部に前記画像の画質を前記複
数のカラーモードのうち、最も高コントラストなカラーモードに変更させる画質制御を行
うことを特徴とする請求項１に記載の投射型表示装置。
【請求項３】
　前記画像投射部は、動画の入力画像に対応する画像を投射し、
　前記制御部は、フォーカス調整する場合に、投射画像を静止させる表示制御を行うこと
を特徴とする請求項１又は２に記載の投射型表示装置。
【請求項４】
　前記画像の供給元である映像ソース機器と通信する通信部を備え、
　前記制御部は、フォーカス調整する場合に、前記通信部を介して前記映像ソース機器に
画像再生を一時停止させる通信制御を行うことを特徴とする請求項１又は２に記載の投射
型表示装置。
【請求項５】
　前記フォーカス調整部は、ユーザー操作に応じて電動でフォーカス調整する電動フォー
カス機構を有し、
　前記制御部は、前記フォーカス調整のユーザー操作があった場合に、前記画質調整部に
前記画像の画質を前記カラーモードに変更させる画質制御を行うことを特徴とする請求項
１乃至４のいずれかに記載の投射型表示装置。
【請求項６】
　前記複数のカラーモードは、明るさ及びコントラストが異なるカラーモードであること
を特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の投射型表示装置。
【請求項７】
　画像を投射する画像投射部と、投射時の環境に合わせて、前記画像の画質を複数のカラ
ーモードのうちの１つに調整する画質調整部と、前記画像をフォーカス調整するフォーカ
ス調整部とを備える投射型表示装置の制御方法において、
　フォーカス調整する場合に、前記画質調整部に前記画像の画質を前記複数のカラーモー
ドのうち高コントラストのカラーモードに変更させる画質制御を行うことを特徴とする投
射型表示装置の制御方法。
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